
が就労している分野の状況   

調査回答者が就労している分野の状況は、全体で福祉一介護分野で就労している  

者が142，980人（約77％）、他分野で就労している者が15，800人（約9％）、未就  

労の者が27，599人（約15％）となっており、資格を有していながら福祉・介護分  

野で働いていない、いわゆる潜在的有資格者は43，399人（約23％）であった。  

また、資格別に見ると、介護福祉士については、約79％が福祉・介護分野で就  

労しており、その他の資格と比べて潜在的有資格者の割合が最も低い。  

（単位：人）  

0％  10％  20％  30％’ 40％  50％  60％  70％  80％  90％  ＝）0％  

社会福祉士  

介護福祉士  

精神保健福祉士  

田福祉t介護分野（分冊1）■他分野（分冊2）□未就労（分冊3）  

食計 
本  

｛N≒1隕379） 。嗅   （；．NJ≒了．∵岬） 

76．7％   71．7％   78．7％  53．0％  

臥5％   15．2％   6．0％  35．0％  

14．8％   13．0％   15．3％  12．0％   
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10．福祉・介護分野で就労している有資格者の状況  

（1）他の資格の保有状況   

福祉・介護分野で就労している有資格者の他の資格の保有状況を見ると、社  

会福祉士一精神保健福祉士については「社会福祉主事任用資格」が、介護福祉  

士については「ホームヘルパー」が最も割合が高かった。   

この他、社会福祉士■介護福祉士については「介護支援専門員」、精神保健福  

祉士については「社会福祉士」の割合も高い。  

保育士   7．5％   7．0％   2．7％   

保健師・看護師t准看護師   3．7％   1．1％   22．4％   

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士   0．4％  0．1％   0．6％   

臨床心理士   0．2％   0．0％   1．5％   

教科「福祉」の教員免許状   1．6％   0．1％   0．5％   

その他   8．0％   5．1％   6．2％   

（2）資格を取得した動機   

資格を取得した動機を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士の  

いずれも「専門職としての知識・技術を得るため」という理由の割合が最も高  

く、次いで「就職・転職に有利なため」という理由の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士については「他の専門職から専門職として認めてもらう  

ため」、介護福祉士1精神保健福祉士については「職場から資格取得を求められ  

たため」という理由の割合も高い。  

－154－  

－G－   



社会碍祉車’ご＝； サ轟福祉士 瀕神鱒健棒祉士  

（山喜19．1脚  （N封2町067）∵＝‘、て：き亡▲  チエ・（り；幸3iこ8、13）   

しての知識・技術を得るため  83．2％  76．6％   80．0％  

職から専門職として認めても  
14．9％  9．6％   13．2％   

資格取得を求められたため   5．5％  16．0％   15．6％   

を指導する立場になるため   3．8％  3．9％   3．0％   

価を得るため   13．3％  12．4％   9．1％   

職に有利なため   21．8％  19．7％   18．5塊   

定のため   3．4％  9．1％   3．0％   

が欲しいため   1．0％  3．3％   0．5％   

ら資格が取れたため   8．了％  4．3％   4．5％  

3．4％  3．7％   5．1％  

0．5％  0．8％   0．9％  

0．3％  0．5％   0．6％   

他の専門  

らうため  

職場から  

他の職員  

社会的評  

就職・転  

収入の安  

資格手当  

卒業した  

その他  

（3）就労している分野の状況   

就労している分野を見ると、社会福祉士一介護福祉士については「高齢者分  

野」の割合が最も高く、精神保健福祉士については「障害（児）者福祉分野」  

の割合が最も高かった。  

不明  1．1％  1．9％  1．7％   

（4）就労している法人種別の状況   

就労している法人種別を見ると、社会福祉士一介護福祉士については「社会  

福祉協議会以外の社会福祉法人」、精神保健福祉士については「医療法人」の割  

合が最も高かった。  
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協同組合  1．0％   2．0％  0．6％   

地方自治体（市区町村）  12．6％   3．2％  16．6％   

その他  4．9％   1．3％  7．6％   

不明  1．2％   2．4％  2．0％   

（5）就労している職場での職種の状況   

就労している職場での職種を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士について  

は「相談員一指導員」、介護福祉士については「介護職員」の割合が最も高かっ  

た。   

また、社会福祉士・精神保健福祉士については、介護福祉士と比べ、「施設長・  

管理者」の割合が高い。  

軍  甘ぷ⊥・：71㌫▼ ・ニナ‘㌧∵∴∵ムr■′y■1ノニ」、言′†竿：・㌧・・や狩∴郡合憲，二王†ニミ■科Ⅴ、√：ギiメ・）エL ∴†≧ゝ竺与二｝‘  ■′’r（ト∴r、‡らレJ∴1・・いけl  ■㌢∴1二 一1  〉▼∴二1・雪イ：Jて，J・ノ，L・  ござ花・ふご－隼竹材．pl：．－一・♪メミニ∫Y一てノい   
経営者   1．1％   0．4％  0．5％   

施設長・管理者   10．8％   5．0％  12．1％   

相談員・指導員   52．2％   7．0％  62．了％   

サービス提供責任者   0．7％   6．5％  0．4％   

介護職員   8．3％   53．5％  2．0％   

ホームヘルパー   0．7％   13．6％  0．3％   

看護職員   0．5％   0．7％  2．8％   

リハビリテーション職員   0．4％   0，3％  2．0％   

事務職員   8．9％   1．0％  4．2％   

教員・研究職   2．4％   0．5％  2．1％   

その他   13．0％   9．了％  9．1％   

不明   1．1％   1．8％  1．8％   
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（6）雇用形態の状況   

雇用形態を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士については「正規職員」の  

割合が介護福祉士と比較して高い。  

二り，y、‘∴・lノ．′）    Jト、L－√∴ノ¶． 
丁序 」r  i 一1・叫▲二†  ■｝ヽ こ七ヽ止    ∵㌫－＝空iT．．、              1㌻二至王∴ニ蓬て3ナニ√．・ご‥㌻′・・   幾㌔‘フく♭・し雪1‘  ▲こ∵ ィ→、一一ニー◆∴膏㌧     ‥rr－       ，「、と霹′㌢   

正規職員  84．7％  65．5％  83．2％   

非正規職員  15．0％  34．3％  16．5％   

不明  0．3％  0．3％  0．3％   

（7）福祉・介護分野における従事年数の状況  

（弧 現に就労している職場における従事年数   

現に就労している職場における従事年数を見ると、社会福祉士・精神保健  

福祉士については「1年以上3年未満」、介護福祉士については「5年以上  

10年未満」の割合が最も高かった。  

② 福祉・介護分野における通算従事年数   

福祉一介護分野における通算従事年数を見ると、社会福祉士・精神保健福  

祉士については「10年以上」、介護福祉士については「5年以上10年未満」  

の割合が最も高かった。   

また、．介護福祉士については5年以上の従事年数の者が約8割を超えてい  

る。  

一15了－  
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（8）決まって支給される給与の状況  

① 正規職員   

正規職員として雇用されている有資格者の決まって支給される給与を見る  

と、社会福祉士・精神保健福祉士については「200，000円以上250，000円未  

満」、介護福祉士については「150，000円以上200，000円未満」の割合が最も  

高かった。   

また、平均額を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士の方が介護福祉士と  

比べ、給与の水準は高かった。  

■√・－  」．                      ）】′Lご       ジを  照準㌣・写賞＝・．、∴禦樵ニギ、、・ド岬竿壱｛  彗深澤誓幣  一輝野間那  肇薫駅ナ■梯幣こ苧聖薫昔隼柱ヲ：   
100，000円未満   2．7％   2．5％  3．4％   

100，000円以上150．000円未満   1．7％   7．6％  2．1％   

150，000円以上200．000円未満   22．7％   39．2％  24．5％   

200，000円以上250，000円未満   28．7％   29．8％  26．了％   

250，000円以上300，000円未満   16．0％   11．7％  13．2％   

300，000円以上350，000円未満   10．8％   4．2％  9．7％   

350，000円以上400，000円未満   5．5％   1．3％  7．0％   

400，000円以上   8．8％   1．0％  9．6％   

不明   3．1％   2．6％  3．9％   

平均額（円）   249，389   200，715  247，120   

－158一   
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② 時給を支給されている非正規職員   

非正規職員として雇用されている有資格者の決まって支給される給与（時  

給）を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「1，000  

円以上1，500円未満」の割合が最も高かった。   

また、平均額を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士の方が介護福祉士と  

比べ、給与の水準は高かった。  

㌔・J賛構箪 ∴三】ニ′i■ T∴丁■華禦肇程一  、 一 ‘’∴■て1∴｝■ん、     －∴れ幣⊥て；；－1”’ざチ  ．  ゝt－L  ニ●ノ∴ご難きギ・｝  な▼聖篭さて≡：潤T・′－柚、－輔，7tキーぷ   
618円未満   0．0％   0．0％  0．0％   

618円以上800円未満   3．8％   3．8％  2、3％   

800円以上1，000円未満   31．3％   36．6％  29，4％   

1，000円以上1，500円未満   43．4％   50．9％  45．9％   

1，500円以上2，000円未満   11．6％   6．8％  10．6％   

2，000円以上2，500円未満   2．1％   0．5％  3．2％   

2，500円以上3，000円未満   0．8％   0．2％  1．8％   

3，000円以上3．500円未満   1．1％   0．2％  1．8％   

3，500円以上   4．1％   0．3％  2．3％   

不明   1．8％   0．9％  2．8％   

平均額（円）   1．300   1，085  1，265   

（9）賞与・手当の状況  

① 賞与   

賞与を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士については「600，000円以上  

800，000円未満」、介護福祉士については「賞与なし」の割合が最も高く、次  

いで「400，000円以上600，000円未満」の割合が高かった。   

また、平均額を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士の方が介護福祉士と  

比べ、賞与の水準は高かった。  

ー159－  
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1，500．000円以上2，000，000円未満  4．8％   0．4％   4．9％   

2，000，000円以上  1．9％   0．2％   2．3％   

賞与なし  13．5％   25．8％   15．0％   

不明  9．2％   9．0％   10．4％   

平均額（円）  781，420   490，767   778，141   

② 資格手当   

資格手当を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも  

約半数が資格手当を支給されていない。   

資格手当が支給されている有資格者を見ると、社会福祉士・精神保健福祉  

士については「10，000円以上15，000円未満」、介護福祉士については「5，000  

円以上10，000円未満」の割合が最も高かった。   

また、平均額を見ると、社会福祉士・精神保健福祉士の方が介護福祉士と  

比べ、資格手当の水準は高かった。  

30，000円以上   3．8％  2．9％  5．5％   

手当なし   53．0％  42．4％  49．1％   

不明   13．7％  13，4％  12．6％   

平均額（円）   14，100  10，802  15，544   

－160－   
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（10）給与の昇給の有無と直近の昇給額の状況  

① 毎年度の定期昇給の有無   

昇給の状況を見ると、社会福祉士一介護福祉士・精神保健福祉士のいずれ  

も過半数が昇給していた。  

完▲・iL．  ：モ 三：モ、∵≡；く    亨頂き三，  鐸照楼榊照  賢≧－i  
．：  

昇給している  63．8％  50．6％  57．3％   

昇給してし11ない  33．4％  45．5％  40．1％   

不明  2．8％  3，8％  2．6％   

（a 直近の昇給額   

①でl●昇給している」と回答した有資格者の直近の昇給額を見ると、社会  

福祉士■精神保健福祉士の方が介護福祉士と比べ、昇給額の水準が高かった。  

（11）人事異動の有無と人事異動サイクルの状況  

① 人事異動の有無   

人事異動の状況を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のい  

ずれも約7割が「人事異動がある」と回答した。  

社会福祉士 謙  
叫≠柑，10P） 、  

がある   73．8％   65．0％  68．0％   

がない   25．4％   33．6％  31．4％  

0．8％   1．3％  0．7％   

ー161－  
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② 人事異動サイクルの状況   

①で「人事異動がある」と回答した有資格者の人事異動サイクルを見ると、  

社会福祉士・介護福祉士の約5割、精神保健福祉士の約4割が「不定期」と  

回答した。   

この他、社会福祉士・介護福祉士については「1年以上3年未満」、精神保  

健福祉士については「3年以上5年未満」の割合が最も高い。  

義溝衰轟  
㌔三メ完豊憲■ま悠舐誓嵐蒜＝昔寮肯篭㌘ぷ㌫■薫㌢‘‘’づ一ミ十√ニこ，．，∵ふ   
1年未満   2．7％  5．7％  2．4％   

1年以上3年未満   16．1％  20．1％  1了．4％   

3年以上5年未満   15，9％  7．7％  19．9％   

5年以上   4．1％  1．6％  3．4％   

不定期   47．4％  50．6％  44．2％   

わからない   12．5％  12．5％  11．1％   

不明   1．2％  1．9％  1．6％   

（12）1週間の労働時間と労働日数等  

1週間の労働時間と労働日数等を見ると、労働時間は社会福祉士が最も長く、  

夜勤回数は介護福祉士が最も多かった。  

遊こ急■∵主完 

こ・「 完二、Jユ一■トかゃーニ‾；ニ轟整流沼・㌍吉ヰ十十：く■乍′、（■＼じ・≧、㌔■（一瓢一ぎこ‘・jゞ          ゝ∴    ．・■こ．，こ  為1・′こ装1i醤〉J綻壷綴 
1週間の労働時間（時間）   40．1  34．6  38．8   

1週間の労働日数（日）   5．0  4．8  5．0   

1週間の夜勤回数（回）   0．30  0．95  0．23   

－162－   
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（13）有給休暇の取得状況  

有給休暇の取得状況を見ると、社会福祉士が最も取得率が低かった。  

｝   

アニ1、餅 g∴∴・‥血石づ∴⊥∴さ  －  

職場で定められている年間有給休暇  
19．1   15、5   17．3   

日数（日）  

実際に取得した年間有給休暇日数  
5．6   5．5   6．2   

（日）  

年間有給休暇取得率   29．4％   35．5％   35．8％   

（14）現在の職場を探した方法   

現在の職場を探した方法を見ると、社会福祉士一介護福祉士・精神保健福祉  

士のいずれも「知人からの紹介」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士1精神保健福祉士については「学校・養成施設等での進  

路指導」、介護福祉士については「ハローワークの無料職業紹介」の割合も高か  

った。  

2．5％   2．8％   3．0％   

学校暮養成施設等での進路指導   12，0％   臥6％   18．2％   

新聞・折込チラシ   6．4％   14．0％   3．1％   

求人・就職情報誌、求人情報サイト   3．1％   3．9％   2．0％   

実習一施設見学   3．9％   3．9％   5．7％   

行政情報誌（区報・市報等）   

前の職場からの照会  

9．8％   5．了％   6．9％   

10．3％   8．1％   13．2％   

1．5％   1，4％   1．5％   
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（15）過去の収入を伴う就業経験の有無と前職の業種   

前職の業種を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士のいずれも  

「福祉・介護分野」の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士・精神保健福祉士については「病院一診療所」、介護福祉  

士については「サービス業」の割合も高い。  

当主攣二与無  

ごLlこゝサ，ニ！、－諺ギ竜頭－介納言無靂1違だ篭一′漉響薫花壇・て■ヾ漕炊’出    頸ミ葦選管謝      苧： 
慧箋二漂斉昭聯警ざ等 相   “‥■いヽ叶一←J．l・J∴J∴rト  許髄罰酎覇境 し1て′h  ？ゝヰ  ㌫祭輿望漂幣緊 

過去の収入を伴う就業経験がない  
7，032   28，561   1．375   

（人）  

不明（人）   51   4了6   10   

過去の収入を伴う就業経験がある  
12，017   91，030   2，428   

（人）  

福祉・介護分野   50．2％   37．9％   32．6％   

病院・診療所   10．3％   6．0％   25．2％   

農業・林業・漁業   0．3％   0．4％   0．1％   

鉱業   0．0％   0，1％   0．0％   

建設業   1．3％   1．8％   1．1％   

製造業   3．9％   8．2％   2．7％   

電気・ガス・熱供給・水道業   0．3％   0．5％   0．2％   

情報通信業   1．3％   1．0％   1．6％   

運輸業   0．6％   0．8％   0．5％   

卸売・小売業   ・8％   4．9％   3．3％   

金融業・保険業   2．3％   3．1％   1．1％   

不動産業   0．3％   0．3％   0．5％   

飲食店・宿泊業   1．0％   2．1％   1．1％   

教育・学習支援業   3，9％   2．3％   4．4％   

サービス業   5．6％   10．5％   4．9％   

公務員   2．9％   1．3％   6．3％   

その他   3．7％   5．3％   4．1％   

不明   8．1％   13．6％   10．2％   

（16）現在の職場に就職するまでの空白期間   

（15）で過去の就業経験があると回答した有資格者のうち、現在の職場に就  

職するまでの空白期間を見ると、社会福祉士の約6割、介護福祉士■精神保健  

福祉士の約5割が「3ケ月未満」であった。  

－164－  

・16－   



∴社会福祉士 介護福祉士 精神保健額祉キ  

k  ∴（N〒1阜∴畔町   （Nテ91，闇0） 洒致町 

満   56．5％   45．7％   53．1％   

上6ケ月未満   6．3％   6．4％   5．了％   

上1年未満   6．8％   7．3％   7．0％   

2年未満   了．6％   6．3％   9．8％   

3年未満   3．0％   2．8％   3．2％   

5年未満   2．5％   2．2％   2，2％  

3．1％   6．3％   3．8％  

14．1％   23．1％   15．2％   

（17）福祉■介護分野での転職回数   

福祉一介護分野での転職回数を見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健  

福祉士のいずれも「1回～2回」の割合が最も高かった。  

3回～4回   13．8％   14．4％   11．9％   

5回以上   2．8％   2．9％   2．3％   

不明   2．1％   4．3％   2．9％   

平均   1．38   1．33   1．28   

（18）福祉・介護分野で働こうと決めた理由   

福祉・介護分野で働こうと決めた理由を見ると、社会福祉士・介護福祉士■  

精神保健福祉士のいずれも「働きがいのある仕事だと思ったから」の割合が最  

も高く、次いで「自分の能力・個性・資格を活かせると思ったから」の割合が  

高かった。   

この他、介護福祉士については「通勤が便利だから」の割合も高い。  
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労働時間・休日等の労働条件が良い  
15．2％   14．3％   14．1％   

から  

正規職員として働けるから   20．9％   21．7％   21．5％   

通勤が便利だから   19．4％   30．6％   15．0％   

仕事を福祉以外で探したが見つから  
2．6％   4．6％   1．7％   

なかったから  

研修や職員教育が充実していたから   0．9％   1．3％   1．3％   

資格を取得するために必要だったか  
1．3％   3．3％   1．5％   

ら  

福利厚生が充実していたから   2．3％   2．0％   2．0％   

子育てを行う環境が充実しているか  
2．5％   2．2％   2．6％   

ら  

技能や資格を身につけられると思っ  
5．7％   9．0％   6．6％   

たから  

施設運営やサービス方針等に共感し  
5．0％   3．3％   5．7％   

たから  

規模、安定性、将来性があったから   12．4％   8．4％   8．3％   

職場の人間関係が良好そうであった  
5．7％   8．5％   

から  
7．1％   

経営者や人事担当者の人柄   4．8％   4．5％   4．6％   

その他   8．0％   8．3％   8．6％   

不明   0．8％   1．2％   0．8％   

（19）福祉・介護分野での就労継続の意向   

福祉・介護分野での就労継続の意向を見ると、社会福祉士・介護福祉士の約  

5割、精神保健福祉士の約6割が「現在の職場、現在と同じ職種で働きたい」  

と回答した。   

また、「福祉・介護分野から離れたい」と回答した有資格者は約1割程度であ  

った。  
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社会福祉士 介意福祉‘  牒袖痩健福祉士  

（N〒19誹0）   （N〒1革0．0印） （N〒弓十嗅） 

現在と同じ職種   52．2％   49．5％   58．7％  

職場で働き  5．7％   5．0％  2．8％  

その他  2．4％  2．1％   1．6％  

小計  60．3％  56．5％   63．1％   

現在と同じ職種   2．6％   1．6％   3．4％  

害者の他の           他の職種   2．6％   1．6％   1．3％   

で働きたい  その他   0．3％   0．2％  0．2％  

小計   5．6％   3．4％  4．9％  

現在と同じ職種   8．4％   11．4％   11．6％  

営者の事業           他の職種   8．2％   5．9％   4．6％   

きたい   その他   1．4％   1．2％  1．2％  

小計   18．0％  18．5％  17．4％   

完意向を有する者の割合の合計  83．8％   78．5％   85．4％   

介護分野から離れたい  9．1％  

6．2％   8．0％   5．6％   

（20）資格取得によるメリット   

資格取得によるメt」ツトを見ると、社会福祉士一介護福祉士一精神保健福祉  

士のいずれも「特に変化はない」という回答の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士一介護福祉士については「自信を持って業務に取り組む  

ことができるようになった」、精神保健福祉士については「希望していた職種に  

就くことができた」という回答の割合も高かった。  
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自信を持って業務に取り組むことが  
21．9％   27．了％   21．5％   

できるようになった  

他の専門職から専門職として認めら  
14．3％   8．2％   16，4％   

れるようになった  

特に変化はない  30．8％   32．7％   26．7％   

その他  3．醜   3．1％   3．了％   

不明  0．8％   1．3％   0．9％   

（21）仕事を行う上での不満や悩み   

仕事を行う上での不満や悩みを見ると、社会福祉士・介護福祉士・精神保健  

福祉士のいずれも「給与・諸手当が低い」という回答の割合が最も高く、次い  

で「業務の負担や責任が重すぎる」という回答の割合が高かった。   

この他、社会福祉士1介護福祉士については「社会的な評価が低い」、精神保  

健福祉士については「昇進等将来の見通しがない」という回答の割合も高かっ  

た。  
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裡套福祉車   
云■ 

介郵革祉士 精神保嘩福祉士  

（車中打頗）∴  J匂∴佃≒120：067） （■N 

にやりがいがない   4．9％   4．3％   4．4％   

の人間関係が悪い   10．2％   10．1％   9．8％   

一諸手当が低い   47．6％   59．7％   45．4％   

現職員から正規職員になれない   5．7％   6．7％   5．5％   

等将来の見通しがない   19．0％   15．4％   19．5％   

的な評価が低い   23．9％   27．0％   18．4％   

や休日出勤など不規則である   6．7％   10．0％   5．9％   

の負担や責任が重すぎる   32．8％   30．5％   29．1％   

がきつくて体力的に不安がある   10．6％   24．3％   9．2％   

と家庭の両立が難しい   10．5％   9．4％   10．4％   

厚生に不満   5．7％   6．7％   7．2％   

に不便である   3．9％   2．2％   5．9％   

の能力を伸ばすゆとりがない   13，1％   9．0％   13．6％   

者とのコミ1ニケーシ］ンがうまくとれ   
1．3％   1．0％   1．2％   

他   10．1％   8．0％   9．1％   

ない   9．0％   6．0％   11．6％  

1．0％   1．2％   1．4％   

（22）現在の仕事を続けていく上で改善して欲しいこと   

現在の仕事を続けていく上で改善して欲しいことを見ると、社会福祉士■介  

護福祉士・精神保健福祉士のいずれも「資格に見合った給与水準に引き上げる」  

という回答の割合が最も高かった。   

この他、社会福祉士については「社会的な評価を向上させる」、「作成書類の  

軽減等事務作業の効率化・省力化を図る」、介護福祉士・精神保健福祉士につい  

ては「経験に見合った給与体系の構築」、「作成書類の軽減等事務作業の効率化・  

省力化を図る」という回答の割合も高かった。  
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